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平成15年

第11回全国小学生バドミントン選手権大会 

1月4日（土）から7日（火）、北九州市立総合体育館で『第11回全国小学生バドミントン選手権大会』
が行われ、都道府県対抗団体戦に小木啓太くん(吉木)、森山葉月さん(百合ヶ丘)、兼光沙紀さん(緑ケ丘)
が福岡県選抜チームとして出場しました。福岡県選抜チームは、団体戦女子の部で第3位、団体戦男
子の部では見事優勝し、3連覇を達成しました。
地元での開催ということもあり、福岡県選抜チームの大活躍に、会場は大いに盛り上がりました。

小木くん、森山さん、兼光さんおめでとうございます。

【女子の部】

森山葉月さん (百合ヶ丘)｢写真中｣

兼光沙紀さん (緑ケ丘)｢写真右｣

【男子の部】

小木啓太くん (吉 木)｢写真左｣
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歳

入

町
で
は
、
各
年
度
の
始
め
に
各
会

計(

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計)

ご
と

の
予
算
を
編
成
し
、
お
金
の
使
い
道

を
決
め
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
財
源

を
有
効
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
な
が

ら
福
祉
の
充
実
や
教
育
・
文
化
の
向

上
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
度
の
岡
垣

町
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
5
つ
の

特
別
会
計(

国
民
健
康
保
険
事
業
や

公
共
下
水
道
事
業
な
ど)

、
ひ
と
つ

の
企
業
会
計(

上
水
道
事
業)

の
7
種

類
の
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
会
計
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
決
算
の
歳
入

(

町
に
入
っ
て
き
た
お
金)

と
歳
出(

町

が
使
っ
た
お
金)

の
概
要
は
表
①
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
町
民

生
活
に
も
っ
と
も
身
近
な
一
般
会
計

の
収
支
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
自
主
財
源

と
依
存
財
源
の
2
種
類
に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。
歳
入
の
決
算
額
は
九

十
一
億
四
千
八
百
八
十
一
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
八
億
百
七
十
五
万
円
、

九
・
六
㌫
増
え
て
い
ま
す
。
一
見
、

歳
入
が
増
え
た
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

こ
れ
は
臨
時
的
に
財
源
の
不
足
を
補

う
た
め
に
、
基
金
の
取
崩
し
を
し
た

た
め
に
増
加
し
た
も
の
で
す
。(

後
述)

主
な
自
主
財
源
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
民
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
の
町
税
が
二
十
五
億

九
百
九
十
六
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

二
七
・
四
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
は
、
私
た
ち
が

国
に
納
め
た
税
金
か
ら
町
に
配
分
さ

れ
た
地
方
交
付
税
が
二
十
九
億
三
千

五
百
五
十
四
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

三
二
・
一
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
次

い
で
、
国
庫
支
出
金
が
五
億
九
千
九

百
五
十
六
万
円
で
六
・
六
㌫
を
占
め
、

県
支
出
金
、
町
債
、
地
方
消
費
税
交

付
金
、
地
方
譲
与
税
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳

出

次
に
、
歳
出
の
決
算
額
は
、
八
十

八
億
九
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
八
億

七
千
三
百
七
十
八
万
円
、
一
一
・
〇

㌫
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
度
末

の
人
口
を
基
に
し
て
、
町
民
1
人
当

た
り
に
使
わ
れ
た
お
金
を
計
算
す
る

と
、
二
十
八
万
二
千
六
百
十
六
円
と

な
り
ま
す
。

13
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、

表
②
の
と
お
り
で
す
。
平
成
12
年
度

に
着
手
し
た
山
田
小
学
校
校
舎
改
築

工
事(

第
2
期
工
事)

十
二
億
二
千
七

百
三
万
円
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

他
に
道
路
改
良
工
事
一
億
二
千
六
百

五
十
万
円
、
平
成
12
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
介
護
保
険
の
福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
負
担
金
二
億
三
千
五
百
四

十
九
万
円
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

町
の
貯
金
と
借
金
は
？

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
結
婚
や
進

学
な
ど
、
将
来
の
大
き
な
出
費
に
備

え
て
の
貯
金
や
、
家
を
新
築
し
た
と

き
に
借
り
る
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
借

金
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
で
も
目

的
を
決
め
て
お
金
を
積
み
立
て
て
い

る『
基
金
』と
、
お
金
が
足
り
な
い
時

に
借
り
入
れ
を
行
う『
町
債
』が
あ
り

ま
す
。
大
規
模
な
事
業
を
行
う
と
き

は
、
こ
の
基
金
を
お
ろ
し
た
り
、
国

や
銀
行
な
ど
か
ら
町
債
を
借
り
入
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
13
年
度

も
山
田
小
学
校
改
築(

第
2
期
工
事)

の
た
め
、
基
金
の
繰
入
れ
と
町
債
の

借
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
大
き
な
予
算
を
伴
う
事
業
は
、

基
金
を
繰
入
れ
た
り
、
借
り
入
れ
を

行
わ
な
い
と
ほ
か
の
事
業
が
で
き
な

く
な
る
よ
う
な
し
わ
寄
せ
が
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
町
債
に
は
将
来
、
便
益

を
受
け
る
こ
と
と
な
る
次
世
代
と
現

世
代
と
の
間
で
負
担
を
分
か
つ
と
い

う
、
住
民
負
担
の
世
代
間
の
公
平
の

た
め
の
調
整
を
す
る
と
い
う
意
味
合

い
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
末
の
基
金
残
高
は
約

五
十
七
億
九
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

町
民
1
人
当
た
り
で
は
約
二
十
万
円

の
貯
金
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
債
残
高
は
、
約
四
十
六
億
四
千
万

円
で
町
民
1
人
当
た
り
約
十
五
万
円

の
借
金
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
債
は
借
金
で
あ
る
以
上
、
借
り
過

ぎ
る
と
、
あ
と
あ
と
み
な
さ
ん
に
大

き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
慎
重
に
将
来
の
返
済
を

計
算
し
な
が
ら
借
り
入
れ
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

景
気
の
低
迷
が
長
期
化
す
る
中
、

税
金
の
減
収
や
地
方
交
付
税
の
減
額
、

国
・
県
支
出
金(

補
助
金
等)

の
カ
ッ

ト
な
ど
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
く
一
方
で

す
。岡

垣
町
も
、
限
り
あ
る
財
源
を
有

効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、
今
後
も

長
期
的
な
計
画
に
基
づ
い
た
財
政
運

営
を
行
い
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

町の決算状況
平成13年度の町の決算が、昨年の12月

定例議会で審査・認定されました。景気の

低迷が長期化するなか、全国の地方自治体

の財政は、どこも大変厳しい状況となって

います。みなさんが納めた税金や国・県か

らの支出金などの町の収入が、暮らしやま

ちづくりの中でどのように生かされたか決

算のあらましをお知らせします。

平成 3年度に完成した
田小学校校舎

●平成13年度
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区分 歳入額 歳出額 差引額
一般会計 91億4,881万円 88億9万円 3億4,872万円

国民健康保険事業 25億1,625万円 25億969万円 656万円

老人保健事業 38億5,254万円 38億4,192万円 1,062万円

住宅新築資金等貸付事業 499万円 422万円 77万円

公共下水道事業 14億1,154万円 13億6,141万円 5,013万円

農業及び漁業集落排水事業 6億4,272万円 6億2,087万円 2,185万円

水道事業（収益的収支） 5億2,605万円 4億5,263万円 7,342万円

合 計 181億290万円 175億9,083万円 5億1,207万円

平成13年度一般・特別会計の決算額 （表①）

歳出総額
88億9万円

教育費
19億7,050万円

総務費
18億9,966万円

消防費
3億7,207万円

農林水産業費
3億4,981万円

労働費
7,243万円

災害復旧費
1億5,956万円

議会費
1億3,721万円

商工費
9,323万円

民生費
14億6,408万円

土木費
8億840万円

衛生費
6億8,573万円

公債費
7億8,741万円

歳入総額

自
主
財
源

依
存
財
源

91億4,881万円

町税
25億996万円

地方交付税
29億3,554万円

県支出金
3億378万円

地方消費税交付金
2億1,181万円

利子割交付金
1億5,233万円

国有提供施設所在交付金
1,037万円

交通安全対策特別交付金
613万円

地方譲与税
1億1,945万円

地方特例
交付金

1億340万円

自動車取得税
交付金
7,864万円

町債
6億7,730万円

国庫支出金
5億9,956万円

繰入金
5億2,323万円

諸収入
3億4,315万円

繰越金
3億2,075万円

使用料・手数料
1億2,825万円

分担金・負担金
1億1,318万円

財産収入
1,188万円

問い合わせ 総務課へ

■総務費
岡垣サンリーアイ施設管理運営費 2億7,346万円
電算システム開発費 8,509万円
住居表示事業 987万円
参議院議員通常選挙費 1,439万円

■ 民生費
介護保険広域連合負担金 2億3,549万円
保育所運営費 1億6,312万円
いこいの里施設管理運営費 5,975万円
在宅介護支援センター運営事業 2,324万円

■ 衛生費
ごみ、し尿処理費
（遠賀･中間広域組合負担金）

3億9,183万円

健康対策事業（各種検診など） 3,821万円
■ 労働費
特定地域開発就労事業（尾畑～小局線）7,243万円

■ 農林水産業費
ため池整備事業 5,045万円
農業用水路整備事業 3,977万円

■ 商工費
観光事業（まつり岡垣・花火大会など） 3,681万円

■ 土木費
街路整備事業 1,411万円
道路改良工事 1億2,650万円
公園整備事業 2,940万円

■ 消防費
消防施設運営費
（遠賀･中間広域組合負担金）

3億2,384万円

■ 教育費
山田小学校校舎改築事業(第2期工事)12億2,703万円
公民館運営事業 6,462万円

■ 災害復旧費
鉱害復旧事業（繰越分含む） 1億5,942万円

平成13年度に行った主な事業

（表②）

平成平成133年度に完成した年度に完成した
山田小学校校舎田小学校校舎
平成13年度に完成した
山田小学校校舎
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町
県
民
税
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

平
成
15
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内

に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人(
平
成
14
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
し
た

人
は
除
き
ま
す
。)

な
お
、
平
成
15
年

1
月
2
日
以
降
に
岡
垣
町
に
転
入
し

た
人
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
で
申

告
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や

不
動
産
収
入
の
あ
る
人

●
給
与
所
得
者(

勤
務
先
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人)

で
、

給
与
以
外
の
所
得(

地
代
、
家
賃
、

配
当
な
ど)

が
あ
る
人
。(

そ
れ
が

20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
対
象
に

な
ら
な
く
て
も
町
県
民
税
の
申
告

は
必
要
で
す
。)

●
平
成
14
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、

再
就
職
を
し
て
い
な
い
人

●
役
場
か
ら
申
告
呼
出
の
は
が
き
が

届
い
た
人

ま
た
、
申
告
は
国
民
健
康
保
険
税

の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
所

得
が
な
い
場
合
で
も
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。(

所
得
が
な
い
場
合
は

税
務
課
へ
の
電
話
連
絡
で
結
構
で
す
。)

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人

●
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
役

場
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
提

出
が
あ
っ
た
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

●
平
成
14
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金

収
入
の
み
の
人(

互
助
年
金
や
不

動
産
収
入
な
ど
が
あ
る
人
を
除
く)

で
、
65
歳
以
上
の
人
は
、
年
金
収

入
が
二
百
六
十
六
万
円
以
下
の
場

合
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
な
い
限
り
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

町
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
も
の

①
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

②
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料

控
除
を
受
け
る
人
は
、
保
険
料
の

控
除
証
明
書

③
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医

療
費
の
支
払
領
収
書
と
明
細
書
（
必

ず
一
人
づ
つ
、
病
院
別
、
ひ
と
月

ご
と
に
整
理
し
た
も
の
）

④
印
鑑

※
平
成
15
年
度
町
県
民
税
は
、
引
き

続
き
、
所
得
割
り
の
税
額
の
15
㌫

(

上
限
4
万
円)

が
減
税
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人(

営
業
、

農
業
、
漁
業
や
そ
の
他
の
事
業)

●
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
収
入
が

二
千
万
円
を
超
え
る
人

●
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い
る

人
で
、
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る

人
●
地
代
、
家
賃
や
配
当
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人

●
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次
の

人
は
申
告
が
必
要
で
す

イ
、
日
給
な
ど
の
人

ロ
、
給
与
支
払
報
告
書
未
提
出
の

人
ハ
、
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人

●
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人

●
公
的
年
金
以
外
に
互
助
年
金
や
企

業
年
金
な
ど
の
年
金
収
入
が
あ
る

人
、
ま
た
、
2
か
所
以
上
か
ら
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
所
得

税
を
収
め
足
り
な
い
人

●
土
地
や
建
物
を
売
却
し
、
譲
渡
所

得
が
あ
っ
た
人

譲
渡
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

ア
、
売
買
契
約
書
、
測
量
費
・
仲

介
手
数
料
な
ど
の
領
収
書

イ
、
印
鑑

ウ
、
預
金
通
帳

○
平
成
14
年
中
に
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
人
は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
岡
垣
町
役
場
で
税
務
署
職
員

が
譲
渡
所
得
の
出
張
受
付
を
す
る

の
は
2
月
19
日(

水)

と
20
日(

木)

の
2
日
間
の
み
で
す
。
こ
の
日
以

外
は
若
松
税
務
署
で
の
申
告
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
人
の
譲
渡
関
係
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
14
年
分
の
所
得
税
も
引
き
続

き
税
額
の
20
㌫(

上
限
25
万
円)

が

定
率
減
税
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
還
付

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
会
社

員
な
ど
で
次
に
該
当
す
る
人
は
、
還

付
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
場
合

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
《
本
人

や
家
族
の
医
療
費
で
10
万
円
か
、

税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

今年も税金の申告の時期になりました。2月17

日(月)から3月17日(月)の期間、役場3階大会議室

で、町県民税の申告および所得税の確定申告を受

け付けます。また、納め過ぎの税金を戻してもら

う申告(還付申告)は、1月30日(木)から2月7日(金)

まで(水・土・日除く)遠賀コミュニティーセンタ

ーで受け付けます。
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還付申告は還付申告センターで!!
今年も若松税務署と遠賀・中間の市町村で、還付申

告センターを設けて受け付けます。一般の確定申告は
2月17日からですが、大変な混雑が予想されますので、
還付の人は還付申告センターの利用をお願いします。
なお、役場に2月17日以前に来庁されても、一切申告
の受付はできませんのでご注意ください。

●遠賀コミュニティーセンター(遠賀町広渡)
期間 1月30日(木)から2月7日(金)

(水・土・日は休みです)
時間 午前9時30分～11時30分

午後１時～3時30分
●北九州市立商工貿易会館(小倉北区)
期間 2月3日(月)から3月17日(月)

(土・日は休みです)
時間 午前9時15分～正午

午後１時～3時30分

還付申告センター

若松税務署職員が岡垣町役場で
出張受け付けする日

2月 5日(水)

2月14日(金)

2月19日(水)

2月20日(木)

3月10日(月)

3月11日(火)

住宅借入金控除のみ

住宅借入金控除のみ

家・土地の譲渡

家・土地の譲渡

一般

一般

一般

一般

と き 受 付 内 容

確定申告受付に
パソコンソフトを導入しました

迅速で正確な確定申告書を作成するお手伝いをする
ため、今年から役場での受け付けに、町職員がパソコン
を活用することになりました。
自分で申告書の右側の第二表を記入してあれば、

待ち時間の短いパソコン受付を利用できます。

合
計
所
得
金
額
の
5
㌫
の
い
ず
れ

か
少
な
い
方
の
額
を
超
え
る
支
払

い
を
し
た
人(

保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
は
除
く)

た
だ
し
、

健
康
診
断
や
美
容
整
形
な
ど
は
医

療
費
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。》

●
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
《
火
災
や

風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
た
と
き
》

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
《
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し

て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と
き
、

ま
た
は
百
万
円
を
超
え
る
増
改
築

を
し
、
12
月
31
日
ま
で
に
入
居
し

た
と
き
。)

》

※
住
宅
減
税
の
申
告
受
付
は
、
役
場

は
2
月
5
日(

水)

・
14
日(

金)

の

2
日
間
の
み
で
す
。
こ
の
日
以
外

は
若
松
税
務
署
・
還
付
申
告
セ
ン

タ
ー
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
末
調
整
後
に
出
産
な
ど
で
扶
養

親
族
数
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

②
年
の
途
中
で
退
職
し
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
人

③
年
金
や
利
子
や
配
当
金
、
原
稿
料

な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額

が
、
正
規
の
税
額
よ
り
多
い
人

申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

①
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

②
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
被
害

を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
明
細
書
・

領
収
書

③
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料

控
除
を
受
け
る
人
は
、
保
険
料
の

控
除
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医

療
費
の
支
払
領
収
書
と
明
細
書
（
必

ず
人
別
、
病
院
別
、
ひ
と
月
ご
と

に
整
理
し
た
も
の
）

⑤
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
、

ア
、
住
民
票
の
写
し

イ
、
登
記
簿
謄(

抄)

本
、
工
事
請

負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
な
ど

の
家
屋
・
敷
地
の
価
格
が
わ
か

る
も
の

ウ
、
住
宅
取
得
資
金
な
ど
に
係
わ

る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

エ
、
増
改
築
の
場
合
は
、
建
築
確

認
書
の
写
し
、
検
査
済
証
の
写

し
、
増
改
築
等
工
事
証
明
書

な
ど

な
お
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、2

年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
済
み
ま
す
。

⑥
印
鑑

⑦
還
付
金
の
振
込
口
座
番
号
（
本
人

名
義
に
限
る
）

税
金
の
申
告
は

自
書
申
告
で
！

自
分
の
税
金
の
申
告
書
は
自
分
で

記
入
し
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
「
申
告

の
手
引
き
」
に
わ
か
り
や
す
く
書
き

方
が
解
説
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ

ひ
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
告
書

を
自
分
で
書
い
て
、
直
接
税
務
署
へ

郵
送
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

書
き
方
に
自
信
が
な
い
場
合
で
も
、

確
定
申
告
書
の
右
側
の
第
二
表
は
、

必
ず
自
分
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

近
年
、
還
付
申
告
を
す
る
人
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
待
ち
時
間
も
ど

ん
ど
ん
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

岡
垣
町
で
も
受
付
時
間
短
縮
の
た
め
、

受
け
付
け
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
導
入

な
ど
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
原
則

は
自
分
で
確
定
申
告
書
を
記
入
す
る

こ
と
で
す
。
わ
か
ら
な
い
、
で
き
な

い
と
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
ず
に
、
自

分
の
税
金
は
自
分
で
申
告
し
ま
し
ょ

う
。

問い合わせ 若松税務署1761-2536
または、税務課へ



ます

旧国道3号線を中心に海側
野間、吉木、波津、黒山方面
（糠塚南組は第2・第4水）

第1
第3
水

旧国道3号線を中心に駅側
高陽台、戸切、東松原、百合ヶ丘方面

第1
第3
土

旧国道3号線を中心に海側
野間、吉木、波津、黒山、糠塚方面

第1
第3
月

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、松ヶ台、
公園通り

第1
第3
水

旧国道3号線を中心に駅側
高陽台、戸切、東松原、百合ヶ丘方面

第1
第3
木

ビ ン カ ン 類ビ ン カ ン 類
変 更 後変 更 前

粗大ゴミ（可燃・不燃）一緒に収集します粗大ゴミ（可燃・不燃）一緒に収集します
変 更 後

三吉、三吉団地、糠塚、山田、塚原、上高倉、
高倉

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽

戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津、
山田峠、龍王団地

第
1

変 更 前

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、松ヶ台、
公園通り第4水

木

金

土

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽、高陽、
東松原、百合ヶ丘、東海老津第

1

水

三吉、三吉団地、糠塚、山田、塚原、吉木、
西黒山、東黒山、高塚木

旭東、旭中、旭西，旭南、高尾、松ヶ台、
公園通り第

4

水

戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津、
山田峠、龍王団地木

湯川、波津、原、内浦、元松原、手野、
新松原、海老津、つくし会、上畑、新海老津

第
2 水

野間（一，二，三，四）、西山田、上高倉、
高倉、茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘

第
3 木

吉木、西黒山、東黒山、高塚

東松原、百合ヶ丘、東海老津、高陽

湯川、波津、原、内浦、元松原、手野、
新松原

第
2

木

金

土

海老津、つくし会、上畑、新海老津

野間（一，二，三，四）、西山田

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘

第
3

木

金

土
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燃えるゴミの収集が月・木曜日の地区は、月曜日が振替休日で、収集が
休みになる日数が多くなっています。この対策として、今まで月・木曜日
に燃えるゴミを収集していた地区を、今年4月から水・土曜日に収集する
ように変更します。これに伴い、一部の地区を除き、燃えないゴミ・粗大ゴ
ミ・ビンカン類の収集も全体的に変更になりますので、ご協力お願いします。

問い合わせ 環境共生課へ



4月からゴミの収集日が変わり
燃 え る ゴ ミ燃 え る ゴ ミ

変 更 後
東松原、高陽、百合ヶ丘、鍋田、西高陽、
東高陽、南高陽、戸切白谷、戸切百合野、
戸切（岸元、三牟田以外）、上海老津、
東海老津、新海老津（1.2.3.7.12組）、
海老津（5組の一部と6組以外）、高塚（5.6.7.8組）、
吉木（早崎、矢口の一部）、つくし会、
野間（一区．二区．四区の一部）、
龍王団地、上畑、高倉（合ノ元の一部）

月
・
木

収集地区は変更無し

水
・
土

旭西、旭中、旭東、旭南、高尾、緑ヶ丘、
西山田、南山田、茅原、山田、山田峠、
東山田、吉木、三吉、三吉団地、新松原、
手野、内浦、原、波津、上高倉、元松原、
湯川、高倉、西黒山、東黒山、糠塚、塚原、
新海老津（4,5,6,8,9,10,11,13,14組）、
戸切（岸元、三牟田）、高塚（5,6,7,8組以外）、
野間（三区と一区．二区．四区の一部以外）、
松ヶ台、公園通り、海老津（5組の一部と6組）

火
・
金

収集地区は変更無し
火
・
金

変 更 前

燃 え な い ゴ ミ燃 え な い ゴ ミ
変 更 後

湯川、波津、原、内浦、手野、新松原、
三吉、三吉団地、吉木、塚原、高塚、高倉、
上高倉、元松原、西黒山、東黒山、山田、
東山田、山田峠、糠塚（南組は第4土）

第
1
土

湯川、波津、原、内浦、手野、新松原、三吉、
三吉団地、吉木、塚原、高塚、高倉、上高倉、
元松原、西黒山、東黒山、山田、東山田、
山田峠、糠塚

第
1
木

野間（一,二,三,四）、緑ヶ丘、西山田、南山田、
茅原、上畑、海老津（3号線より海側）、
新海老津（3号線より海側）

第
3
木

海老津（小局、宝等3号線より駅側）、
新海老津（3号線より駅側）、上海老津、戸切、
戸切白谷、戸切百合野、東海老津、龍王団地、
つくし会

第
1
月

東松原、高陽、百合ヶ丘、鍋田、
西高陽、東高陽、南高陽

野間（一,二,三,四）、旭西、旭中、旭東、旭南、
高尾、緑ヶ丘、西山田、南山田、公園通り、
茅原、上畑、海老津（3号線より海側）、
新海老津（3号線より海側）、松ヶ台

第
3
土

海老津（小局、宝等3号線より駅側）、
新海老津（3号線より駅側）、上海老津、戸切、
戸切白谷、戸切百合野、東海老津、龍王団地、
つくし会

第
１
水

東松原、高陽、百合ヶ丘、鍋田、
西高陽、東高陽、南高陽

変 更 前

第
3
水

第3
月

旭西、旭中、旭東、旭南、高尾、松ヶ台、
公園通り

第3
土
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祝・祭日はゴミの収集はいたしません



迫真の演技に拍手かっさい！
おかがき人権まつり
12月7日(土)、岡垣サンリーアイでおかが

き人権まつりが行われました。会場となった

サンリーアイでは、女優として活躍中の正司

歌江さんの講演会や相続・遺言実践講座、郡

内4町と中間市の小中学生人権作品展示など

が行われました。

その中でも、山田小学校5年生児童による

人権劇｢走れメロス～あなたの心の琴線にふれる～｣では、邪悪に対しては人一倍敏感な主人公メ

ロスや、人の心が信じられないディオニス王などを児童たちが一生懸命に演じました。会場に来

ていた保護者や観客からは割れんばかりの拍手が送られ、人権意識の高揚にもつながりました。

社会のために役立てます
第一幼稚園が歳末助け合い募金を寄付
12月17日(火)、岡垣第一幼稚園の年長クラ

スの約100人が、役場に歳末助け合い募金を

持ち寄ってくれました。この募金は、岡垣町

社会福祉協議会に寄付され、社会のために役

立てられます。

地域安全・交通安全を願って
年末の交通安全・地域安全運動キャンペーン

12月11日(水)、旧折尾警察署跡地で年末の交通安全・地

域安全運動キャンペーンが行われました。

年末は交通事故や犯罪発生件数が増加する傾向にあるた

め、折尾警察署、折尾交通安全協会、折尾防犯協会連合会

のみなさんと一緒に、交通安全・防犯意識高揚のキャンペ

ーンを行いました。

岡垣町からは防

犯協会役員などが

参加し、遠賀郡・折尾地区・中間市から幼稚園児70人を

含めておよそ450人の関係者が集まりました。出陣式の

あいさつなどが行われた後、福岡県警折尾警察署の白バ

イやパトカーが、師走の町へと出動しました。これに続

いて、交通安全・地域安全を祈って「３色餅」、「交通・

防犯 歳末警戒 めしとるぞ弁当」の配布部隊が町中に

出て啓発活動を行いました。
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大野選手に応援メッセージ
吉木ジャイアンツクリスマスパーティ
12月14日(土)、中央公民館で吉木ジャイアンツクリスマスパーティが開かれ、子供たちや保護者が集って、ビ

ンゴやジャンケンゲームをしました。パーティのときに、吉木ジャイアンツ出身でプロ野球選手になった大野選

手に応援メッセージを書きました。

○福岡ドームで応援します。がんばってください。

○これからもいっぱい練習して、早く一軍に入って

大活躍をしてください。楽しみにしています。

○僕もダイエーホークスに入って活躍する選手にな

るので、大野先輩もがんばってください。

○試合に出るときは全力でがんばってください。

○日本のプロ野球で一番のキャッチャーになってく

ださい。

○身体に気をつけてがんばってください。

など、多くのメッセージが寄せられました。

大野選手は子ども達に、｢福岡の球団を選んだのは、地元の子ども達にプレーを見てもらいたかったのもある。

いろいろ辛いことがあると思うけど、目の前の小さな目標でもいいからしっかりもってがんばってほしい｣と話し

ていました。

賞の喜びをかみしめながら
第39回全国花いっぱいコンク－ル地方審査優良賞受賞

12月11日(水)、福岡県庁で「まちづくりの会岡垣」の美化

部会が、第39回全国花いっぱいコンク－ル地方審査の優良

賞を受賞しました。

これは、「まちづくりの会岡垣」の美化部会が駅前交差点

側花壇や矢矧川沿いに四季折々の花などを、月2回植樹して

いることを表彰したものです。

この表彰を受け美化部会代表者の桜井洋子さん(吉木)は｢駅

前交差点側の花壇にはパンジー、菜の花、サルビアなど、

矢矧川沿いにはカンナの花を主に植えています。月2回の作

業ですが、暑さにも寒さにもめげず、これからもがんばり

ます。｣と話してくれました。

年末にはみんなでしめ縄作り
12月21日(土)、緑ケ丘公民館で区と子ども会による

しめ縄作りが行われ、地域の人の指導のもと、子供たち

がしめ縄作りに挑戦しました。この催しに参加した増中

沙織さん(6年)は｢私は2つ作りました。一つは地域の人

と一緒に作ったのでうまくできたけど、もうひとつは自

分で作ったのでちょっと形が変でした。でも作るのが楽

しかったです。｣と話してくれました。
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大人と子どもが協力して作業すること

により、子どもたちの社会性・協調性を

養うことを目的とした、「大人と子どものふれあい教室」を夏休み

に行っています。

今年度は、陶芸教室・バードカービング教室・絞り染め＆藍染

め教室・絵画教室・茶道教室・そばうち体験教室・石けんづくり

教室・古代体験教室・ドッヂビー教室・ソフトエアロビクス教室・

俳句教室を行い、のべ約760人が参加しました。

「21世紀のライフスタイル講座」
「パソコン教室」を夜間に行います。

問い合わせ 中央公民館へ
『広報おかがき』やホームページを通じて、募集し
ますので、公民館講座に参加してみませんか。
きっと新しい出会いが待っています。

「なんでも知ってみよう講座」は、町内在住者および町内勤務者
10人以上のグループであれば、みなさんの知りたいこと・学習し

たいことに対して、講師を派遣しています。ぜひ、ご利用ください。

若潮学級

成人講座ゆうま

女性セミナー

親子読み聞かせ教室

少年少女コーラス教室

子ども民謡教室

大人と子どもの童謡教室

があります。

中央公民館では、いきいきと心豊かに生きがいを持つことを

支援するために、公民館講座を行っています。

心豊かに生きがいを
出会い
ふれあい
学び愛

百害あって一利なし～たばこの害～百害あって一利なし～たばこの害～

成人講座ゆうま成人講座ゆうま成人講座ゆうま

大人と子どものふれあい教室大人と どものふれあい教室大人と子どものふれあい教室

大人と子どものふれあい教室大人と どものふれあい教室大人と子どものふれあい教室

大人と子どものふれあい教室大人と どものふれあい教室大人と子どものふれあい教室

親子読み聞かせ教室親 読み聞かせ教室親子読み聞かせ教室

大人と子どものふれあい教室大人と どものふれあい教室大人と子どものふれあい教室
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第127回

岡垣町食生活改善推進会
（ヘルスメイトの会）

～子どもからお年寄りまで～

広げ
ましょう 食育の輪を!!
～家
庭で 学校で 地域で～

これからの食事は、健康づくりだけでなく、

楽しさや豊かな人間関係、生活リズム、さら

に食糧自給率や環境のことも併せて考える必

要があるとされています。

そのため、生涯を通して食育の必要性がク

ローズアップされてきました。｢食を楽しむ力｣

や｢食を営む力｣が身につくことを願って食育
12のキーワードを取りあげてみます。
① 食事を楽しんで毎日の生活にうるおいを

★ＱＯＬ(生活の質)の向上★
② 朝食は健やかなライフスタイルの出発点

★朝食を欠かさず大切に★
③ 主食・主菜・副菜

は食事コーディネー

トの原点★配食のバ
ランスを★
④ 多様な食材を活用

して生活習慣病を予

防★野菜・果物・豆
類・牛乳・乳製品・魚など程よく★
⑤ 感度の優れた味覚は適塩で育つ★食塩量
は控えめに(1日10営をめやすに)★

⑥ 脂肪量を調節するには似た調理や調味を

重ねない★料理・調味料の工夫★
⑦ 一人ひとりに合っ

た食事サイズでベスト

体重★適正体重と活
動に応じた食事量★
⑧ 子どもの時から楽

しい食体験を★家族
や仲間との食事を大
切に★
⑨ 世代を超えて楽しめる共食の輪を★同じ
食事を楽しむ習慣★
⑩ 新米と地域産物を組み合わせ、食卓に季

節の喜びを★地域にあった季節感★
⑪ 伝統と新しさの｢食の融合｣を楽しむ

★時にはおばあさん・母・子どもの料理も★
⑫ 環境を考えた無駄

や廃棄の少ない食卓

を★食料資源と環境
保全★

～女子栄養大学大学院

足立己幸教授より～

た
ば
こ
の
害
っ
て
？

た
ば
こ
の
煙
に
は
多
く
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
、
発
ガ
ン
物
質
は

二
百
種
類
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

副
流
煙(

た
ば
こ
の
点
火
部
分
か

ら
立
ち
上
が
る
煙)

に
は
主
流
煙(

喫

煙
者
が
吸
い
込
ん
だ
煙)

の
十
〜

百
倍
の
発
ガ
ン
物
質
が
発
生
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
・
授
乳
中
は
…

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
は
胎
盤
・

へ
そ
の
緒
で
つ
な
が
れ
て
い
る
た
め
、

た
ば
こ
を
間
接
的
に
吸
っ
て
も
血
管

が
収
縮
し
、
必
要
な
酸
素
や
栄
養
素

が
摂
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、低
体
重
児
や
流
産
、死
産
の
可
能

性
が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

授
乳
中
は
ニ
コ
チ
ン
が
母
乳
に
移

行
す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
の
起
こ

る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
達
へ
の
影
響

肺
炎
や
気
管
支
炎
、
ア
ト
ピ
ー
体

質
の
場
合
は
ぜ
ん
そ
く
な
ど
に
な
り

や
す
く
、
長
期
間
た
ば
こ
の
煙
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、
身
体
の
発
育
や
知
能

に
も
悪
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
た
ば
こ
の
誤
飲
事
故
を
ま

ね
い
た
り
、親
が
吸
っ
て
い
る
と
子
ど

も
も
喫
煙
の
習
慣
が
つ
き
や
す
く
な

っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
は
、
た
ば
こ
の
煙
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
社
会
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
達
の
健
康
は
、
社
会

全
体
で
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
や
日
々

成
長
し
て
い
る
子
ど
も
達
、
そ
し
て

み
な
さ
ん
自
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、

禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

子
ど
も
未
来
課
保
健
師

酒
井
範
子

百害あって一利なし～たばこの害～～たばこの害～百害あって一利なし～たばこの害～～たばこの害～百害あって一利なし～たばこの害～

成人講座ゆうま

大人と どものふれあい教室

大人と どものふれあい教室

大人と どものふれあい教室

親 読み聞かせ教室

大人と どものふれあい教室

乳
幼
児
健
診
や
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
で
み

な
さ
ん
か
ら
妊
娠
中
や
授
乳
中
の
喫
煙
と
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
男
性
の
喫
煙
率
は
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
反
対
に
若
い

女
性
の
喫
煙
率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
は
、
が
ん
や
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
全
身
に
影
響
を
与
え
、

女
性
で
は
閉
経
が
早
ま
る
可
能
性

が
あ
り
、
骨
粗
鬆
症
の
心
配
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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夫
婦
で
も
自
分
は
自
分
甘
く
な
し 

馬
場
　
哲
哉 

不
出
来
だ
が
自
分
ら
し
さ
に
筆
を
置
く 

野
中
よ
う
子 

二
度
三
度
確
か
め
て
み
る
当
た
り
く
じ 

末
松
　
　
碧 

祖
父
と
孫
湯
舟
の
泡
を
笑
い
合
い 

宇
都
宮
福
夫 

お
正
月
集
う
孫
子
に
沸
く
笑
顔 野

田
　
健
生 

     

象
の
睫
毛
か
す
か
に
動
く
寒
さ
か
な 

岸
原
　
邦
代 

竣
工
の
ダ
ム
に
日
当
た
る
冬
紅
葉 

岩
崎
　
要
子 

航
笛
に
押
さ
れ
て
暦
買
ひ
に
け
り 

大
村
　
照
子 

小
春
日
の
空
に
弧
を
か
く
象
の
鼻 

佐
藤
　
昭
子 

立
冬
や
玄
海
の
濤
逆
立
て
り 

近
藤
　
笑
香 

  

家
並
は
和
風
洋
風
刈
田
中 

橋
本
貴
美
子 

杖
に
と
も
傘
を
携
え
恵
方
道 

貞
苅
　
文
枝 

春
著
着
て
個
性
ゆ
た
か
に
三
姉
妹 

竹
ノ
下
静
子 

伝
来
の
姑
の
雑
煮
煮
込
み
餅 

杉
山
久
美
子 

夜
神
楽
の
神
の
問
答
手
に
記
し 

千
々
和
恵
美
子 

  

賀
状
見
て
ふ
る
さ
と
の
海
ま
ざ
ま
ざ
と 

小
西
き
く
え 

雪
山
や
ま
近
き
風
と
遠
き
風 

長
畑
田
鶴
子 

糸
底
に
古
伊
万
里
の
銘
初
集
ひ 山

中
き
よ
み 

水
門
に
立
つ
白
鷺
や
初
景
色 

兒
島
　
清
子 

     

訪
い
来
た
る｢

天
然
記
念
物｣

シ
ャ
シ
ャ
ン

ボ
の
樹
林
の
中
に
風
格
の
あ
り 皆

田
ユ
キ
エ 

空
蒼
く
涯
し
な
い
山
高
麗
頁 

四
千
メ
ー
ト
ル
修
羅
場
つ
づ
く 

三
宅
　
敏
夫 

北
方
え
流
れ
ゆ
く
雲
見
て
哭
き
ぬ 

生
き
て
還
え
れ
ぬ
南
の
島
で 

中
原
　
政
平 

  

冬
日
照
り
眩
し
き
ほ
ど
の
緑
先
に 

物
思
い
す
る
螳
螂
の
居
る 

石
松
　
清
美 

衣
擦
れ
の
音
の
や
さ
し
ゑ
和
服
き
て 

身
も
し
な
や
か
に
裾
さ
ば
き
ゆ
く 

岩
崎
　
京
子 

冷
え
し
朝
靄
に
か
す
め
る
池
面
よ
り 

甲
高
き
鴨
の
鳴
き
声
き
こ
ゆ 

西
村
　
光
代 

矢
矧
川
素
枯
る
る
萱
の
葉
が
く
れ
に 

か
す
か
に
聞
こ
ゆ
せ
せ
ら
ぎ
の
音 

橋
本
　
和
子 

故
郷
の
畑
に
立
て
ば
大
根
を 

引
く
母
の
顔
鮮
や
か
に
浮
ぶ 

石
松
　
文
子 

町内の
子どもたちに

夢を！

岡垣町商工会青年部が

手作りの積み木とお菓子

のセットを、サンタクロ

ースになってお届けしま

した。各訪問先からチャ

リティー料をいただき、

集ったお金は12月25日

のクリスマスに岡垣町社

会福祉協議会に寄付しま

した。
【原稿と写真は岡垣町商工会青年部の提供】

冬休みの
思い出づくりに

1月7日(火)、旭南区では子どもたちに冬休みの思い

出をプレゼントしようと、青少年育成委員が中心になり、

紙飛行機飛ばし大会・芋焼き・ビンゴゲームなどを、

子どもたちが接する機会の少ない伝統行事『どんど焼き』

をとりいれて行いました。子どもたちが新聞紙で折っ

た紙飛行機の飛行記録は、1位の松本将治くん(小3)が
13.3㍍、2位の中村大
樹くん(小5)が11.2㍍、
3位の小野文寛くん(小
5)が10.1㍍でした。

【原稿と写真は、旭南
区長 松本威彦さんの
提供】

t山の後第3公園で飛行
機を飛ばす子どもたち

どこにいるの・・・

▼PN.ぱぱんだ

▲PN.大福

参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。
楽しかったこと、悲しかったことから

地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域づくり課・広報「ど
くしゃの私書箱」係
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。

一
般
の
人
の
作
品

青
葉
短
歌
会

岡
垣
川
柳
会

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

木
綿
間
俳
句
会

青
嶺
岡
垣
俳
句
会
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岡垣町公式ホームページアドレス http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

如月のもよおし・おしらせ如月のもよおし・おしらせ
きさ らぎ

岡垣町公式ホームページアドレス http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 役 場
教育委員会

は 1282―1211
ひとにいい

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補

助
金
交
付
制
度
は
3
月
31
日
で
終

わ
り
ま
す
。
ま
だ
補
助
金
の
交
付

申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人
は
、
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど

も
未
来
課
へ

と

き

2
月
9
日(

日)

午
前

10
時
か
ら
午
後
2
時

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

内

容

○
遊
び
ひ
ろ
ば(

ウ
エ

ー
ブ
ア
リ
ー
ナ)

工
作
、
魚
釣
り
、
ク
イ
ズ
、
将

棋
、
点
字
、
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
、
輪

な
げ
、
ロ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ひ

よ
こ
ハ
ウ
ス
、
し
お
り
作
り
、
キ

ッ
ズ
ラ
ン
ド
、
ビ
デ
オ
放
映「
モ

ン
タ
の
冒
険
」な
ど

○
ス
テ
ー
ジ
ひ
ろ
ば(

小
ホ
ー
ル)

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
マ
ジ
ッ

ク
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、
演
武
な
ど

○
展
示
ひ
ろ
ば(

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ

ー
ナ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー)

サ
ー
ク
ル
紹
介
、
命
の
あ
さ
が

お
写
真
展
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

深
田
ち
え
み
作
品
展
な
ど

対

象

乳
幼
児
と
小
学
生
お
よ

び
そ
の
保
護
者

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

岡
垣
こ
ど
も
ま
つ

り
実
行
委
員
会(

木
村)

1
2
8
2-

9
8
1
9
、(

佐
村)

1
2
8
3-

3
6

1
0
、(

川
原)

1
2
8
3-

1
4
6
4

へ
障
害
の
あ
る
人
が
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
が
、
4
月
か
ら「
支
援
費
制

度(
し
え
ん
ひ
せ
い
ど)

」に
か
わ
り

ま
す
。

支
援
費
制
度
に
な
る
と
、
回
数

(

1
か
月
の
時
間
数)

や
費
用
負
担

は
役
場
が
決
め
る
の
で
す
が
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
施
設

や
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
利
用
す

る
人
が
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
援
費
制
度
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
今
ま
で

使
っ
て
い
た
人
も
、
こ
れ
か
ら
使

お
う
と
思
う
人
も
支
援
費
の
申
請

を
役
場
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。支

援
費
の
申
請
は
1
月
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

申
請
し
て
決
定
さ
れ
た
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量
内
で
、
個

人
の
契
約
に
基
づ
い
て
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
す
る
か
を
考
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康

福
祉
課
生
活
福
祉
係
へ

4
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
出
産
に
伴
う
費
用
に
あ

て
る
た
め
、
出
産
資
金
の
貸
付
制

度
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

出
産
予
定
日
ま
で
1
か

月
以
内
の
人
。
ま
た
は
、
妊
娠
4

か
月
以
上
で
医
療
機
関
な
ど
か
ら

請
求
を
受
け
た
人
が
対
象
と
な
り
、

世
帯
主
に
対
し
て
貸
し
付
け
を
行

い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

母
子
手
帳

(

医
療
機
関
か
ら
請
求
を
受
け
た

人
は
そ
の
請
求
書)

、
世
帯
主
名

義
の
通
帳
、
印
鑑

貸
付
金
額

出
産
育
児
一
時
金
支

給
見
込
額
の
8
割(

24
万
円)

が
限

度
で
す
。

返
済
方
法

出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
時
に
貸
付
額
を
差
し
引
い
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
年
金

係
へ

住
民
課
国
保
年
金
係

出
産
資
金
貸
付
制
度
が

始
ま
り
ま
す

健
康
福
祉
課

障
害
者
支
援
費
制
度
の

受
け
付
け
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

子
ど
も
未
来
課

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

購
入
は
お
済
み
で
す
か

岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会

第
5
回
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り

折尾警察署管内では、平成14年中に、276人の家出人
捜査願いの届け出がありました。(平成13年中の届け出は
299人)
家出人とは、本人の意思により保護者などの承諾を得な

いで生活の本拠を離れた人のことをいいます。また、突然
いなくなるなど、事件、事故のおそれがある場合は特異家
出人といいます。

届出先 ○保護者などの住居地を管轄する警察署
○家出人の家出時の住所地を管轄する警察署
○家出人が行方不明となった場所を管轄する警
察署

必要書類 ○家出人の写真
○印鑑(家出人の本籍、住所、氏名、生年月日
などの資料)

届出人 ○家出人の保護者、配偶者、その他の親族
○家出人を現に監護している同居人など

問い合わせ 折尾警察署生活安全課1691－0110(代表)へ

福岡県警察ウェブサイト（家出人捜索願い）
http://police.pref.fukuoka.jp/tetsuzuki/iedenin.htm

どこにいるの・・・どこにいるの・・・

(仮称)駅前情報センターの建設に伴い、海老津駅下の

駐輪場が2月中旬から廃止の予定です。自転車を利用し
ている人は高架下の駐輪場へ、バイクを利用している人

は海老津駅東側の駐輪場へ移転をお願いします。

また、駐輪場で自転車・バイクの盗難やいたずらが多

発しています。盗難・いたずら防止のため、二重に鍵を

掛ける、夜間は放置しないで必ず乗って帰るなど、防犯

対策を心がけましょう。

駐輪場の一部が廃止になります

駐 輪 場

廃止予定地
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4
月
か
ら
1
年
間
の
雇
用
で
、

夜
勤
を
前
提
と
し
て
正
規
職
員
に

準
じ
た
給
料(

賃
金)

、
期
末
勤
勉

手
当
、
退
職
手
当
な
ど
が
支
給
さ

れ
る
採
用
試
験
が
2
月
16
日(

日)

に
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
保
健
福
祉
部
県
立
病
院
課

1
0
9
2-

6
4
3-

3
2
8
9
へ

と

き

3
月
2
日(

日)

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

参
加
資
格

町
内
在
住
者
、
在
勤

者
で
18
歳
以
上
の
一
般
社
会
人(

連

盟
の
登
録
有
無
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん)チ
ー
ム
構
成

①
オ
ー
ル
レ
デ
ィ

ー
ス
の
部
＝
女
性
４
人
②
ミ
ッ
ク

ス
の
部
＝
男
性
２
人
以
内
と
女
性

の
混
合
※
①
②
と
も
に
年
齢
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
選
手
は
1
チ
ー
ム
の
み
の
出

場
と
し
、
他
の
チ
ー
ム
と
の
重
複

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
料

1
チ
ー
ム
＝
二
千
円

申
し
込
み

2
月
20
日(

木)

ま
で

に
教
育
委
員
会
・
各
公
民
館(

中
央
・

東
部
・
西
部)

・
サ
ン
リ
ー
ア
イ
・

い
こ
い
の
里
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
記
入
し
て
提
出
。

※
当
日
の
参
加
申
し
込
み
は
行
い

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟(

高
野)

1
2
8
2-

7
7
4
0
へ

食
生
活
の
欧
米
化
や
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

糖
尿
病
患
者
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
は
放
置
す

る
と
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
第
1
回
》

と

き

2
月
12
日(

水)

午
後
2
時

と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所

内

容

医
師
に
よ
る
講
話

《
第
2
回
》

と

き

2
月
20
日(

木)

午
前
9

時
30
分

と
こ
ろ

中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容

栄
養
士
に
よ
る
講
話
と

調
理
実
習

《
第
3
回
》

と

き

2
月
20
日(

木)

午
後
1

時
30
分

と
こ
ろ

中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容

健
康
運
動
指
導
士
に
よ

る
講
話
と
運
動
実
技

参
加
費

全
日
程
と
も
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康

対
策
課
1
2
0
1-

4
1
6
1
へ

と

き

2
月
17
日(

月)

午
前
10

時
か
ら
午
後
3
時

と
こ
ろ

役
場
1
0
1
会
議
室

融
資
対
象
者

高
校
・
短
大
・
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
に
、
入
学
、

在
学
す
る
人
の
保
護
者

融
資
額

学
生
1
人
に
つ
き
二
百

万
円
以
内

利

率

1.6
パ
ー
セ
ン
ト

返
済
期
間

10
年
以
内

持
っ
て
く
る
も
の

実
印
、
住
民

票(

全
員
票
続
柄
有)

、
年
収
ま
た

は
所
得
を
証
明
す
る
も
の

問
い
合
わ
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫
八
幡
支
店

1
6
4
1-

7
7
1
5
へ

児童数の減少が続く戸切小学校は、平成12年度から小

規模校特別転入学制度を導入しました。この制度は、小

規模校の特性を生かした特色ある学校づくりを進める戸

切小学校への就学を希望する児童について、特例措置と

して同小学校の通学区域外からの転入学を認める制度です。

今年度は、10人の児童がこの制度により校区外から同小

学校に元気に通学しています。

来年度も、新たに特別転入学希望者を募集します。小

規模校ならではの特色あふれる戸切小学校への就学を考

えてみませんか。

個性尊重の教育
小規模校の利点を生かして、個人差や能力に

応じた指導を行います。また、人間として自立し、

社会人として生活していくための基礎・基本の

徹底した指導を行います。

英会話を中心とする英語授業
全学年を対象に週2時間の英語授業を導入しま

す。受験のためではなく、国際感覚を養うため

の英会話を中心とした授業を行います。

コンピューターを取り入れた授業
戸切小学校は平成10年度にコンピーター20台

(1人1台)を導入しました。よりきめ細かい徹底

した授業が展開できます。

募 集 期 間 １月27日(月)から2月21日(金)

転入学期日 ４月１日（火）

申し込み・問い合わせ 教育委員会教育総務課へ

特色その特色その11特色その1

特色その特色その22特色その2

特色その特色その33特色その3

特色あふれる学校戸切小学校へいらっしゃい！！

「中学生の税に関する標語」を毎月掲載 税務課
若松税務署管内で「中学生の税に関する標語」を募集し、岡垣中、岡垣東中からも多くの作品応募がありました。その中か

ら納税啓発に関する応募作品を毎月、『広報おかがき』25日号の行事予定のページに掲載します。この標語が納税意識の高揚
につながることを願っています。

福
岡
県
保
健
福
祉
部
県
立
病
院
課

臨
時
の
看
護
師
を

募
集
し
て
い
ま
す

国
民
生
活
金
融
公
庫

国
の
教
育
ロ
ー
ン

1
日
個
別
相
談
会

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室

の
開
催
に
つ
い
て

岡
垣
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

岡
垣
町
第
4
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大
会

出
場
チ
ー
ム
大
募
集
！
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町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

人
類
滅
亡
へ
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
ま
で
あ
と
9
日
。
世
界
最
少
に

し
て
最
大
の
破
壊
力
を
も
つ
核
爆

弾
を
追
う
Ｃ
Ｉ
Ａ
謀
報
員
の
衝
撃

的
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
ア
ク
シ
ョ

ン
！

と

き

2
月
11
日(

火)

1
回
目

＝
午
前
10
時

2
回
目
＝
午
後
2

時

3
回
目
＝
午
後
6
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

全

席
自
由)

入
場
料

○
一
般
＝
千
円
○
学
生

＝
八
百
円
○
シ
ニ
ア
＝
千
円(

当

日
の
み
の
販
売)
※
一
般
と
学
生

の
当
日
券
は
二
百
円
増

と

き

2
月
14
日(

金)

午
後
6

時
30
分
か
ら
7
時

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

出
演
者

永
田
裕
樹
・
裕
理(

歌

＆
ピ
ア
ノ)

曲

目

ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
他

入
場
料

無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座 

受
講
生
募
集

【
ス
ポ
ッ
ト
講
座
】

◎
す
て
き
な
も
て
な
し
料
理

〜
心
を
こ
め
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
〜

と

き

2
月
10
日(

月)

午
前
10

時
か
ら
午
後
1
時

と
こ
ろ

調
理
室

受
講
料

千
円

教
材
費

二
千
円

定

員

20
人

締

切

2
月
3
日(

月)

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具
・
お
持
ち
帰
り
用
の
容
器

◎
手
打
ち
そ
ば

〜
ざ
る
そ
ば
・
か
け
そ
ば
〜

と

き

2
月
16
日(

日)

・
3
月

16
日(

日)

の
2
回

午
前
10
時
か

ら
午
後
1
時

と
こ
ろ

調
理
室

受
講
料

二
千
円

教
材
費

千
四
百
円

定

員

15
人

締

切

定
員
に
な
り
次
第

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具

申
し
込
み

ス
ポ
ッ
ト
講
座
は
、

サ
ン
リ
ー
ア
イ
窓
口
で
直
接
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
い
ち
ご
塾

文
化
講
演
会
の
会
員
募
集

本
年
度
も
、
一
期
一
会
の
想
い

を
込
め
て
、
各
界
の
著
名
人
を
招

い
て
て
講
演
会
を
年
8
回
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
お
好
み
発
表
会
で
、

地
域
の
音
楽
家
や
伝
統
文
化
も
紹

介
し
ま
す
。

と

き

○
4
月
26
日(

土)｢

ロ
ザ

ン
ナ(

歌
手)｣

○
5
月
24
日(

土)｢

加

藤
タ
キ(

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト)｣

○
6

月
28
日(

土)｢

福
岡
政
行(

白
鴎
大

学
法
学
部
教
授)｣

○
7
月
26
日(

土)

｢

小
山
明
子(

女
優)｣

○
8
月
23
日

(

土)｢

藤
野
良
典(

佐
賀
県
竹
原
浄

円
寺
住
職)｣

○
9
月
27
日(

土)｢

桂

小
金
治(

タ
レ
ン
ト)｣

○
10
月
25
日

(

土)｢

松
原
英
多(

医
学
博
士)｣

○

11
月
22
日(

土)｢

林
隆
三(

俳
優)｣

※
全
日
程
午
後
6
時
45
分
開
演

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

会
員
券

一
万
円(

全
8
回
分)

継

続
加
入
者
は
千
円
引
き

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー 

「
９
デ
イ
ズ
」 

特色その1

特色その2

特色その3

平成15年度から岡垣町の小学校に入学する児童で、学童保育所への入所を希望する児童を募集します。なお、詳しくは

各学童保育所で入所説明会を行います。

学童保育所への入所児童を募集します。 

入所説明会：海老津小学校の入学説明会の後海老津学童保育所
吉木学童保育所
山田学童保育所
内浦学童保育所
戸切学童保育所

入所説明会：吉木小学校の入学説明会の後
入所説明会：山田小学校の入学説明会の後
入所説明会：詳細は問い合わせてください
入所説明会：戸切小学校の入学説明会の後

TEL・FAX 282－3855
TEL・FAX 282－0173
TEL・FAX 283－4032
TEL 090－9599－1915
TEL・FAX 283－2429

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。(

12
月
受
付
分)

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
中
村
チ
ヨ
ノ

様

(

波

津)

故

中
村

力

様

73
歳

○
山
本
ミ
サ
子

様

(

緑
ヶ
丘)

故

山
本

三
義

様

64
歳

○
日
南

誠

様

(

手

野)

故

日
南
サ
カ
ヱ

様

70
歳

○
吉
田

隆

様(

百
合
ヶ
丘)

故

吉
田

壽
惠

様

91
歳

○
武
内

忠
義

様

(

野
間
一)

故

武
内

敏
夫

様

94
歳

○
西
岡

文
雄

様

(

海
老
津)

故

西
岡

文
一

様

82
歳

○
安
部

光
正

様

(

上
高
倉)

故

安
部

敏
子

様

83
歳

○
古
殿

一
幸

様

(

東
高
陽)

故

古
殿

年
子

様

92
歳

○
都
知
木
義
男

様

(

南
山
田)

故

都
知
木
ワ
ヨ

様

88
歳

○
川
崎

康
治

様

(

旭

中)

故

川
崎
千
代
子

様

90
歳

○
細
川

光
利

様

(

高

陽)

故

川
崎

ハ
マ

様

92
歳

○
高
野

博

様

(

西
黒
山)

故

高
野

康
子

様

62
歳

○
中
西

栄
子

様

(

高

陽)

故

中
西

新
吉

様

70
歳

○
三
好

民
恵

様

(

手

野)

故

三
好

順
一

様

76
歳

○
高
植
ハ
ル
子

様

(

山
田
峠)

故

高
植

健
一

様

61
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
中
村
チ
ヨ
ノ

様

○
日
南

誠

様

○
都
知
木
義
男

様

○
武
内

忠
義

様

○
安
部

光
正

様

○
松
永
サ
ザ
子

様
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２
月
の
し
尿
収
集
日
程
表

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
第
２
回
節
分
祭
」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
家
庭
教
育
講
演
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

13:

00
〜
15:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00

◎
健
康
相
談(
東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30

◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
４
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)
13:
00
〜
13:

15
受
付

◎
７
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:
15
〜
13:

30
受
付

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
亀
の
尾
め
ぐ
り(

亀
の
尾
周
辺)

9:

00
〜
12:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(
翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
24
回
少
年
少
女
駅
伝
大
会(

遠
賀
郡
総
合
運
動
公
園)

9:

00
〜
13:

00

◎
第
５
回
岡
垣
こ
ど
も
ま
つ
り(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

10:

00
〜
14:
00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴(

琴
衛
会)

」(

い
こ
い
の
里)
12:

00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

祝
・
建
国
記
念
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》

◎
サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー「
９
デ
イ
ズ
」

１
回
目
＝
10:

00
〜

２
回
目
＝
14:

00
〜
〜

３
回
目
＝
18:

00
〜

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
３
歳
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

20
受
付

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
永
田
裕
樹
・
裕
理(

歌
＆
ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00

◎
劇
団
飛
行
船「
赤
ず
き
ん
・
３
び
き
の
こ
ぶ
た
」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

10:

30
〜

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

1
（土）

2
（日）

3
（月）

4
（火）

5
（水）

6
（木）

7
（金）

8
（土）

9
（日）

10
（月）

11
（火）

12
（水）

13
（木）

14
（金）

15
（土）

日

小

型

車

大

型

車

小

型

車

人

頭

制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）

従

量

制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）

大

型

車

12345678910111213141516171819202122232425262728
高
塚
、吉
木
、塚
原

糠
塚

、山
田
、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、

鍋
田
、高
陽
、東
高
陽
、南
高
陽
、西

高
陽
、海
老
津
、新
海
老
津
、東
海
老

津
、上
海
老
津

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山

西
山
田
、南
山
田
、茅
原
、高
陽
、新

海
老
津
、東
海
老
津
、野
間
二

波
津
、原

新
松
原
、三
吉
団
地
、三
吉

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、高

塚
、新
海
老
津
、海
老
津
、

上
畑

吉
木
、高
塚

吉
木
、高
倉
、上
高
倉

野
間
四
、東
山
田
、戸
切
白

谷
、戸
切
、海
老
津
、高
陽
、

東
松
原

上
高
倉
、緑
ヶ
丘
、西
山
田
、海
老

津
、上
畑
、野
間
一
、野
間
二
、野
間

四
、旭
台

茅
原
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間

二
、野
間
三
、野
間
四
、上
高
倉

戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老

津
、東
海
老
津
、新
海
老
津
、海
老
津

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

、

海
老
津

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、原
、新

松
原
、三
吉
、元
松
原

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
、内
浦
、

手
野
、西
黒
山
、糠
塚

月
2
回
汲
取
り
B

手
野
、新
松
原
、東
黒
山
、

東
山
田
、海
老
津
、新
海
老

津
、上
畑

新
松
原
、三
吉

西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚
、山
田
峠
、

西
山
田
、東
山
田
、緑
ヶ
丘
、野
間

一
、百
合
ヶ
丘

月
２
回
汲
取
り

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、

海
老
津
、上
畑
、野
間
三
、野
間
四

吉
木
、高
塚

戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老

津
、上
海
老
津

三
吉

戸
切
、戸
切
百
合
野

内
浦
、高
倉
、西
黒
山
、東

黒
山
、糠
塚
、海
老
津
、新

海
老
津
、野
間
一
、野
間
四

吉
木

湯
川
、波
津
、原
、内
浦

手
野
、戸
切
、戸
切
百
合
野

三
吉
、吉
木

内
浦

湯
川
、波
津
、内
浦
、西
黒
山

月
２
回
汲
取
り

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、戸
切
、戸
切
百

合
野
、戸
切
白
谷

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

内
浦
、手
野
、新
松
原
、三

吉
、吉
木
、元
松
原
、西
黒

山
、東
黒
山
、糠
塚

塚
原

高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、糠

塚

海
老
津

高
倉
、吉
木
、元
松
原

吉
木
、高
倉
、山
田
峠
、東
山
田
、茅

原
、東
松
原

月
２
回
汲
取
り
Ａ

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、原
、内
浦

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

三
吉
、吉
木

月
２
回
汲
取
り
Ｃ

原
、波
津
、内
浦
、新
松
原
、手
野
、吉

木
、元
松
原

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、

糠
塚

吉
木
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●有料シールを貼付してください。
●大型ごみは自宅まで取りに行きます。
●出せるごみについてはごみの分け方、
出し方をご覧ください。

大型家庭ごみ収集日程
収集日の2日前までに

役場環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。

〔偶数月=可燃性・奇数月=不燃物〕

金

木

木

金

土

土

第
1

第
2

湯川、波津、原、内浦、元松原、
手野、新松原

戸切、戸切白谷、戸切百合野、
上海老津、山田峠、龍王団地

吉木、西黒山、東黒山、高塚

東松原、百合ヶ丘、東海老津、高陽

木

土

第4水

金第
3

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘

野間（1、2、3、4）、西山田

海老津、つくし会、上畑、
新海老津

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、
松ヶ台、公園通り

☆２月の納期
●国民年金保険料………………2月分
●保育料…………………………2月分
●町営住宅家賃…………………2月分
●固定資産税……………………4期分
●国民健康保険税………………9期分

豊
か
な
日

み
ん
な
の
気
持
ち
で

か
が
や
く
税

萩
野

綾
子

☆各種相談
●心配ごと相談……
14日(金)｢いこいの里｣
21日(金)｢東部公民館｣
28日(金)｢いこいの里｣、13:30～16:00
●法律相談…
14日(金)･28日(金)｢いこいの里｣、
13:30～16:30 ※電話予約が必要です。
1２８３－２９４０へ
●行政相談…
14日(金)･28日(金)｢いこいの里｣、
13:30～16:00
●女性のための悩みごと相談…
18日(火)｢いこいの里｣、10:00～14:00
※電話予約が必要です。
●教育電話相談（教育委員会内）

1２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》

☆休日・夜間の当番医は
遠賀郡消防署 1293－1231へ
その時、診察してもらえる当番医を教
えてくれます

波津、吉木、高塚、戸切百合野

上畑、海老津、百合ヶ丘

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、
原、波津、内浦
糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、新海老津、
高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原
波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、
元松原、西黒山、高倉、上高倉

人頭制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回大型
汲取り収集地区 A（1回目）

B（2回目）

A（1回目）

B（2回目）

C（3回目）

従量制月２回大型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区

し尿収集日程表（月2回汲取り）

◎
三
里
松
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
樹(

三
里
松
原)

10:

00
〜
12:

00

◎
卓
球
連
盟
・
選
手
権
大
会(

町
民
体
育
館)

8:

00
〜
18:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流(

藤
扇
豊
丞)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
登
山
連
盟
・
海
蔵
寺
御
開
帳
と
湯
川
山
登
山(

湯
川
山
・
海
蔵
寺)

9:

00
〜
15:

00

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00

◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)
10:

00
〜
11:

00

◎
栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:
00
〜
11:

00

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:
00
〜
11:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
わ
く
わ
く
、ド
キ
ド
キ
、親
子
で
タ
オ
ル
体
操
」(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

30

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
岩
藤
佳
子
・
谷
口
淑
子(
チ
ュ
ー
バ
・
ピ
ア
ノ)

」

(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
太
宰
府
天
満
宮
め
ぐ
り(

太
宰
府
周
辺)
8:

20
〜
15:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
若
峰
流(

若
峰
寿
洋)
」(
い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
能
と
狂
言
の
世
界(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

19:

00
〜

◎
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
・
教
育
長
杯(

町
民
体
育
館)

9:

00
〜
13:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
流(

英
聖
旗)

」(

い
こ
い
の
里)

12:
00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)

10:

00
〜
12:

30

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」(

い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
12:

30

◎
献
血(

中
央
公
民
館)

9:

30
〜
11:

30

◎
献
血(

東
部
公
民
館)

13:

00
〜
15:

30

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10:

00
〜
12:

00

16
（日）

17
（月）

18
（火）

19
（水）

20
（木）

21
（金）

22
（土）

23
（日）

24
（月）

25
（火）

26
（水）

27
（木）

28
（金）

駅前ギャラリー
２月上旬
……『海老津駅開業記念展』

２月下旬
……『アジアの子ども達の絵画展』

塚原、三吉、三吉団地、糖塚、
山田、上高倉、高倉

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り



14人

156人

136

16,454人(+19)

14,779人(+40)

89人

22人

46

（12月末）

町内の交通事故状況（人身）

救急・火災医療 12月分

事故件数（件）

死亡者数（人）

重傷者数（人）

軽傷者数（人）

遠賀郡消防本部
1293-3921

85
89

0
2

31,233人(+59)

11,106世帯(+32)

14

1

0

18

173

3

13

217

8

0

0

9

160

1

10

199

11月

11月

ホ
ッ
ト
な
話
題

お
待
ち
し

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。

地
名
の
由
来
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あけましておめでとうございます。私は12月30日か
ら1月3日まで風邪（インフルエンザ？）で寝こんでいまし
た。当然初詣でにも行けず、2002年最後の忘年会と2日
にあった中学校の同窓会もキャンセルしてしまいました。
同窓会には多くの友人達が集っていたらしく、行けなく
て残念でした。
日頃から体調管理を怠っているつもりはないのですが、
疲れはどうしてもたまってしまうので、今年は休日にし
っかり体を休めたいと思います。去年は初詣でのときに
引いたおみくじが大吉！公私ともに充実した一年間を過
ごすことができました。今年も早く大吉を引きに行きた
いと思います。 (村上)

▼みなさん、あけましておめでとうございます。広報担当に
なり、2回目の正月を迎えることができました。今年もよろ
しくお願いします。
さて、正月は子どもにとっては楽しい日ですが、年をとり、

仕事をしだすと恐い日になってしまいます。それはなぜだか
わかりますか？そうです。答えは日本にはお年玉という習慣
があるからです。今年も甥っ子や姪っ子にたんまりとやられ
てしまいました…。
しかし、私がまだ小さかった時、もらっていたお年玉を返

していると思えば苦になりません。そう自分より厚い財布を
子どもたちが持っていても…。 (三浦)

ヒ
ン
道ど
う

大
字
海
老
津
の
小
字
で
、
一
二

三
六
番
地
か
ら
一
二
六
九
番
地
の
範
囲
。

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
の
眼
下
、
矢
矧
川
に
架
か

る
白
谷
橋
の
北
西
一
帯
で
あ
る
。
こ
の
区

域
は
、
明
治
後
期
ま
で
人
家
が
一
軒
も
無

い
農
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
三
年(
一

九
一
〇)

に
海
老
津
駅
が
開
業
し
て
か
ら

は
、
海
老
津
〜
波
津
間
の
郡
道
新
設
、
海

老
津
、
高
陽
両
炭
鉱
の
開
鉱
、
さ
ら
に
国

道
３
号
線
が
開
通
す
る
に
お
よ
び
、
岡
垣

発
展
の
中
心
地
と
な
り
今
日
に
至
る
の
で

あ
る
。

ヒ
ン
道
は
、
語
源
不
明
の
地
名
で
あ
る
。

古
語
辞
典
や
方
言
辞
典
な
ど
に
、
語
源
に

結
び
付
く
も
の
が
無
い
の
で
、
九
州
沖
縄

全
域
の
分
布
調
査
を
し
た
。
小
字
地
名
に

限
定
し
た
調
査
で
あ
る
が
、
福
岡
県
に
の

み
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
、
種
々
の
資
料
か
ら
十
七
ケ

所
確
認
し
て
い
る
が
文
字
は
、
ヒ
ン
ド
、

ヒ
ン
ト
ウ
、
ヒ
ン
ド
ウ
、
賓ひ
ん

堂と
う

、
塀ひ
ん

道ど
う

、

樋
ン
道
、
樋ひ
ん

道ど
う

、
ヒ
ン
ド
ウ
場
、
ヒ
ン
堂

井
手
、
ひ
ん
と
ふ
川
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
か
ら
、
ヒ
ン
ド
ウ
は
福
岡
県
の
方
言
で

水
利
に
関
す
る
地
名
と
推
定
で
き
た
。
そ

の
後
、『
田で
ん

法ぽ
う

雑ざ
つ

話わ

』と
い
う
福
岡
藩
農
政

書
に｢

日
照
り
の
年
に
、
川
水
を
落
と
さ

じ
と
て
、
川
横
に
仮
の
土
手
を
築
く
こ
と

あ
り
。
こ
れ
を
筑
前
に
て
、
お
し
な
べ
て

ヒ
ン
ド
ウ
と
い
う
。
如い

何か

な
る
拠よ

り
所
に

て
名
付
け
た
る
も
の
に
や
。｣

と
記
さ
れ

て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
田
法
雑
話
は
、

福
岡
藩
士
で
郡
方
の
小
吏
・
小
野
一
常
が

藩
内
の
田
法
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
野
一
常
は
、
明
和
六
年(

一
七
六
九)

に

死
亡
し
て
い
る
か
ら
、
江
戸
中
期
の
記
録

で
あ
る
。
干
ば
つ
の
年
に
、
川
の
中
に
堤

防
を
築
い
て
水
を
せ
き
止
め
て
潅か
ん

漑が
い

用
水

と
し
た
が
、
な
ぜ
ヒ
ン
ド
ウ
と
言
う
の
か

解
ら
な
い
。
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
井
手
、
井い

堰せ
き

の
こ
と
で
、
古
来

か
ら
の
潅
漑
法
で
あ
る
。
井
手
、
井
堰
に

つ
い
て
は
前
に｢

赤
井
手｣

の
稿
で
解
説
し

た
の
で
説
明
は
省
く
が
、
大
正
二
年
、
八

〇
日
間
の
日
照
り
の
時
、
黒
山
区
で
は
矢

矧
川
の
川
尻
に
砂
の
堰
を
築
き
、
水
車
を

五
〜
十
三
段
架
け
て
十
〜
二
〇
人
係
り
で

用
水
を
確
保
し
た
事
実
が
あ
る
。
踏じ
く

車
ぐ
る
ま

と

呼
ば
れ
る
足
踏ふ

み
水
車
が
開
発
さ
れ
た
の

は
安
永
八
年(

一
七
七
九)

で
あ
る
か
ら
、

江
戸
中
期
ま
で
は
手
桶
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
で
汲
み
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。
い
か

に
人
海
戦
術
で
も
限
界
が
あ
る
か
ら
、
当

然｢

樋｣

を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
樋
は
、

現
在
の
円
管
や
Ｕ
字
溝
に
あ
た
る
も
の
で
、

竹
筒
や
木
を
刳ほ

り
貫ぬ

い
た
木
樋
、
板
材
に

よ
る
板
樋
な
ど
で
あ
る
。
堤
防
上
か
ら
少

し
低
い
上
流
部
の
水
田
又
は
水
路
ま
で
樋

を
設
置
す
る
の
で
あ
る
。
維
持
管
理
が
簡

単
で
安
価
な
方
法
な
ら
堤
防
の
法の
り

面め
ん(

斜

面)

を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
仮
設
の
堰

を
ヒ
ン
ド
ウ
と
呼
ぶ
の
は
解げ

せ
な
い
が
、

樋
が
数
十
メ
ー
ト
ル
も
続
け
ば
、
樋ひ
ん

道ど
う

と

は
呼
ば
な
い
か
？
。
江
戸
後
期
以
降
、
水

車
の
普
及
と
井
手
な
ど
の
潅
漑
施
設
の
充

実
に
よ
り
樋
道
は
忘
れ
去
ら
れ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
あ
く
ま
で
も
私
の
推
論
で

あ
る
。

明
治
初
年
に
小
地
名
で
あ
る
ホ
ノ
ケ
が

統
廃
合
さ
れ
て
字
が
設
置
さ
れ
た
時
、
海

老
津
区
の
人
た
ち
は
語
源
の
明
快
な
地
名

を
採
用
せ
ず
に
意
味
不
明
の
ヒ
ン
道
を
残

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

に
こ
そ
、
歴
史
に
裏
打
ち
さ

れ
た
先
人
の
智
恵
を
感
じ
る

の
で
あ
る
。
小
地
名
と
い
え

ど
も
歴
史
事
実
を
後
世
に
伝

え
る
無
形
の
文
化
遺
産
な
の

で
あ
る
。
地
名
を
大
切
に
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
字
ヒ
ン
道
は
、｢

住

居
表
示｣

に
よ
り
海
老
津
駅
前
、

中
央
台
四
、
五
丁
目
と
な
り

消
滅
し
た
。

羽
山

健
一


